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ごあいさつ

　この度は、「イーグル・レールつりクランプ」をお買上げいただき、
誠に有難うございます。
　ご使用の前には、この説明書をよくお読みいただき、正しい使用方法
で安全にお使いくださいますようお願い申し上げます。
　弊社は、つり具の専門メーカーとして、お買い上げ頂いたクランプの
保守管理のために、巡回サービスによる定期点検および不良部品の交換
など、安全対策に万全を期しております。しかし何分にも多方面にわた
りご使用いただいておりますので、訪問点検は緊急の場合を除き、当社
の計画予定サイクルで実施させていただいております。
　労働安全衛生規則では現在ご使用中のクランプおよびつり具について、
メーカーを問わず定期自主点検の実施および点検内容の記録が義務付け
られています。つきましては労働安全衛生規則に則った、定期自主点検
を実施していただきまして、つり具による事故の防止にご配慮ください
ますようお願い致します。
　なお、イーグルクランプの保守点検につきましては、後記の点検基準
表をご参照の上、異常が認められたものは使用禁止とし、部品交換、ま
たは修理の処置をお願い致します。
　修理不能品は誤使用に因る事故を防止するため、廃棄処分としてくだ
さい。
　交換部品、修理品、点検サービスのご用命、製品等についてのお問い
合わせは、イーグルクランプ取扱店、および最寄りの弊社営業所にて承
っておりますので、お気軽にご相談ください。
　この取扱説明書は保守点検の際に必要となりますので、お読みいただ
いた後は、ご使用になる方がいつでもご覧になれる場所に、保証書・点
検報告書とともに大切に保管してください。

保守管理のための大切なデータとなりますので、
保証書に添付されております保証書発行確認書
に必要事項をご記入の上、弊社まで必ずご返送
いただきますようお願い申し上げます。

ユーザー登録・クランプ登録のお願い



玉掛け用クランプをご使
用になる前に、必ずお読
みください。

 玉掛け用クランプ（以下、クランプという）の使い方を誤る
と、つり荷の落下などの危険な状態になります。
ご使用前に、必ずこの取扱説明書を熟読し、正しくお使いく
ださい。
クランプを購入され使用される事業主はもとより、作業され
る方に「クレーン等安全規則」「つりクランプの使用基準」
「貴社の作業基準」などを教育し、作業される方が、クラン
プの知識・安全の情報・そして注意事項の全てについて習熟さ
れたことを確認のうえ、作業に従事させてください。
「玉掛安全協議会」では、この取扱説明書に使用する注意事項
を「危険」「注意」の2つに区分しています。

※ お読みになった後は、お使いになる
　 方が、いつでもご覧になれるところ
 　に必ず保管してください。

危 険 　注 意　

指 示

禁 止

危 険

注 意

●記号の説明

記号は、危険・注意を促す内容があるこ
とを告げるものです。図の中に具体的な
注意内容が記載されています。
(右図の場合は狭まれ注意）

記号は、禁止の行為であることを告げる
ものです。

記号は、行為を強制したり、指示したり
する内容を告げるものです。
図の中や近傍に具体的な指示内容が記載
されています。　　
(右図の場合は2点吊）

取り扱いを誤った場合に、危険な状態
が起こりえて、死亡または重傷を受け
る可能性が想定される場合。

取り扱いを誤った場合に、危険な状態
が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を
受ける可能性が想定される場合、およ
び物的損害が想定される場合。

安全上のご注意

なお、　   注意  に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも、重要な内容が記載されていますので、必ず
守ってください。

以下に記載する注意事項「危険」「注意」「禁止」「指示」を守らずに起きた事故・
損失等については、責任を負いかねますのでご了承ください。

M-25 M-25
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指 示

禁 止

指 示

禁 止

危　険

危　険

1.  取り扱い全般について

2.  作業前の確認について

1.

2.

3.

4.

5.

取扱説明書、および注意シールの内容を熟知しない人
は使用しないでください。
法定資格のない人は、絶対にクレーン操作、玉掛け作
業をしないでください。
（クレーン等安全規則第221条・第222条）
つり上げ運搬中や反転作業中には､つり荷の落下､転倒
範囲内に立ち入らないでください。
（クレーン等安全規則第28条・第29条）
玉掛け作業以外には、使用しないでください。

作業開始前の点検や定期点検を必ず実施してください。
（クレーン等安全規則第217条・第220条）

1 .

2 .

3 .

4 .

作業方法に適合しないクランプは、使用しないでくだ
さい。
クランプの変形、き裂、作動不良、摩耗等異常のある
ものは使用しないでください。
つり荷の条件が次の場合は、クランプを使用しないで
ください。
・ぜい性材。
・高硬度材､および低硬度材や強度の著しく低い材料。
・つかみ部の勾配が抜け勝手に10 以゚上ある部材。

クランプ本体に表示された型式、最大使用荷重、適用
レール、開口寸法、定期点検済表示を確認してくださ
い。

指 示

指 示

禁 止

禁 止

危　険

危　険

5.

6.

7.

8.

9.

3.  使用方法と玉掛け作業について 

注　意

1.
2.

3.

4.

5.

つり荷の荷重が、使用するクランプの許容範囲内であ
ること。
つり荷のレールが、使用するクランプの適用レールで
あること。

クランプに貼り付けられた注意シールを取り外したり、
不鮮明なまま使用しないでください。
環境の条件が次の場合は、クランプを使用しないでく
ださい。
　・クランプの温度が150℃以上の高温、および気温
　　がー20℃以下の低温。
　・ 酸・アルカリ等の溶液中、および雰囲気中。

クランプに使用するスリングは、玉掛け作業に適合し
たものを使用してください。

1点つりで、クランプを使用しないでください。
クランプで、次のようなつり方はしないでください｡
 (重ねつり、当て物つり、段つり、共つり、および横
　つかみつり）
クランプで、鋼矢板の引抜き、およびそれらの縦つり
作業をしないでください。
強風時、危険が予想される場合は、クランプを使用し
ないでください。
クレーン機能を備えていない車両系建設機械では､ク
ランプを使用しないでください。
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指 示

禁 止

禁 止

禁 止
禁 止

危　険

危　険

6.

7.

8.
9.

10.

11.

1.

2.

3.

4.
5.

6.

クランプの取り付けは、2個以上のクランプでバランスを
保つ位置に取り付け、つり荷の安定を図るようにしてくだ
さい。

クランプのつり角度、および掛け幅角度は、型式に合った
規定の角度以内であること。
クランプの開口部の奥まで、つり荷を差し込んでください。
ロック装置付きのクランプを使用する場合は、必ずロック
を掛けて使用してください。

つり荷のつかみ部に、油、塗料、スケール、さび等の付着
物がある場合は、使用しないでください。
クランプを投下したり、引きずったりしないでください。

注　意

クランプの使用荷重の許容範囲外のつり荷は、絶対につ
らないでください。
つり荷やクランプに、衝撃荷重が働くようなクレーン操
作はしないでください。
クランプでつり上げた荷に、人は乗らないでください。
また、人の乗る用途には、絶対に使用しないでください。
クランプで、地球づりをしないでください。
つり荷をつり上げ中に、クランプのロックを開放しない
でください。
つり荷から取り外したクランプを、再度つり荷に引掛け
たり、隣接の部材に当てたりしないでください。

4.  クレーンの操作について

2点吊

7

指 示

指 示

危　険

危　険

7.

8.

 

9.
10.

11.

  1.

2.

3.
4.

注　意

クレーンで巻上げるとき、つり環に荷重が掛かった時点で、
一旦停止して、安全確認（差し込み深さ、ロック状態）をし
てください。
着地前に一旦停止して、次の事項を確認してください。
(つり荷の傾き、転倒、および着地場所とその周辺の安全確
保）

つり荷を引きずるようなクレーン操作はしないでください。
クランプでつり荷をつったまま、クレーン（巻上げ機等）の
運転位置から離れないでください。

クレーンの巻上げ・巻下げは、静かに丁寧に行ってください。

クランプ、および付属品の改造は、絶対にしないでくだ
さい。
クランプ、および付属品に溶接、加熱などをしないでく
ださい。
当社純正部品以外は、絶対に使用しないでください。
修理が必要なクランプは、別の場所に保管し、誤って使
用されないようにしてください。

5. 保守点検・保管・改造について

M-25 M-25
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指 示

指 示

危　険
5.

6.

7.

8.

9.

10. 

11. 

保守点検、修理は、事業者が定めた専門知識を有する者
が行ってください。
保守点検で異常があったときは、そのまま使用せず、
ただちに補修、または廃棄してください。
クランプの可動部､カムにかみ込んだ塗料・汚泥等を
除去してください。

保守点検、修理をするときは、必ずつり荷（つり荷が
ない）の状態で行ってください。
保守点検、修理をするときは、点検作業中の表示
（「点検中」等）を必ず行ってください。
クランプの回転部分(ピン回り)・摺動部に必ず注油し
てください。
クランプは、必ず室内に保管してください。

注　意

【ご注意】　分解・組み立てに伴う検査項目・点検基準は、取り扱い販売店、
　　　　　　または当社営業所までご用命ください。

クランプには下記の注意シールが貼り付けられています。
ご使用時、ご確認ください。

M-25 9
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1. 仕様･寸法／分解構造図・部品名

●寸法図

●仕様表

RCA-500

RCA-1

RCAL-500

RCAL-1

100～500

200～1000

100～500

200～1000

30～60

30～60

30～60

30～60

80

80

80

80

192

200

192

200

115

115

115

115

215

215

215

215

16

22

16

22

330～365

330～365

330～365

330～365

26

34

26

34

46

64

46

64

7.2

9.5

7.4

9.7

43

55

43

55

27

35

27

35

使用荷重
最小～最大
(kg)

適用レール
(kg)

[JIS E-1101]

寸 法（ｍｍ） 自重
（kg）型 式

Ａ B C D E F G H W1 W2

11

●分解構造図

●部品名

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

3-1

3-2

3-3

4-1

4-2

4-3

5-1

5-2

5-3

7-1

7-2

7-3

8-1

8-2

8-3

9-1

9-2

9-3

10-1

10-2

10-3

10-4

1

1

1

1

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

2

1

2

2

2

1

2

2

1

1

シャックル本体

シャックルボルト

ナット

割りピン

ワッシャー

シャックルリンクA

Lリンク

シャックルリンクカシメピン

シャックルリンクB

Lリンク

シャックルリンクカシメピン

Lリンクボルト

ナット

スリーブ

カム

カムリンクA

カムリンクカシメピン

カム

カムリンクB

カムリンクカシメピン

カムボルト

ナット

スリーブ

平行ピン

ロールピン

ワッシャー

カラー

6

7

8

9

10

11

1

2

3

4

5

本体

ねじシャックル

LリンクセットA

LリンクセットB

Lリンクボルト

Lリンクピン

組立リンクA

組立リンクB

カムボルト

平行ピン

開放装置

部品
番号 品　名 枝 番 部 品 名 数 部品

番号 品　名 枝 番 部 品 名 数

○・・・・注油箇所

RCA型
5-1 5-3 5-2 11 1 2-2 2-4 2-1 2-3 2-5

3-1

3-3

3-2

7-2

7-34-38-3 4-28-29-29-39-1 6 7-14-18-1

6

10-3

10-4

10-3

10-2

10-1

E

H

W1
W2

G

S
A
B

F

D

C

HG

W2
W1

E

F

D

C
S
A

B

RCA 型 RCAL 型
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●分解構造図

●部品名

1

1

1

1

2

1

1

2

2

2

1

2

2

1

1

2

1

カム

カムリンクA

カムリンクカシメピン

カム

カムリンクB

カムリンクカシメピン

ロールピン

カムボルト

ナット

スリーブ

平行ピン

ロールピン

ワッシャー

カラー

○…注油箇所

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

3-1

3-2

3-3

4-1

4-2

4-3

5-1

5-2

5-3

シャックル本体

シャックルボルト

ナット

割りピン

ワッシャー

シャックルリンクA

Lリンク

シャックルリンクカシメピン

シャックルリンクB

Lリンク

シャックルリンクカシメピン

Lリンクボルト

ナット

スリーブ

7-1

7-2

7-3

8-1

8-2

8-3

8-4

9-1

9-2

9-3

10-1

10-2

10-3

10-4

1

1

1

1

1

2

1

2

1

2

1

1

2

2

2

2

数 部品
番号

部品
番号 品　名 枝 番 部 品 名 品　名 枝 番 部 品 名 数

組立リンクA

組立リンクB

カムボルト

平行ピン

開放装置

ロックスプリング

スプリング用ロールピン

1

2

3

4

5

6

本体

ねじシャックル

LリンクセットA

LリンクセットB

Lリンクボルト

Lリンクピン

7

8

9

10

11

12

13

　RCA型･RCAL型は、つり荷重を締付力（グリップ力）に変換する独自のリン
ク機構を採用し、つり荷重でレールのウェブを両側からカムで押し付け、グリッ
プしてつり上げます。この時の締付力はつり荷重に比例して大きくなります。

2.　構造と作動機構　

●つり上げ・締め付け

●開放装置

　この開放装置は、2つ折れリンクを縦の方向に並べ、一端を本体上部のボルト
に取り付け、他端を平行ピンに接合し、中央のカシメピンで2つのリンクが折れ
る構造となっています。
　中央のカシメピンが平行ピンを中心とした円上でオーバートップした時に、カ
ムの開きが最大となり、ねじシャックルを引き上げてもカムが閉じない構造とな
っています。
　開放装置は、ねじシャックルを本体内へ最大まで押し込んで、リンクに付いて
いる「つまみ」を「開」方向へ押すと開放状態にセットされ、「つまみ」を
「閉」方向へ押すとカムが閉じ開放装置は解除されます。

RCAL型（ロックスプリング付き）

RCAL型

9-2 9-3 9-1 10-3

10-4

10-2

10-1

8-4 8-2 6 4-3

7-3
7-2

3-2

3-1

2-22-42-32-55-1

12

5-35-211

13

1 2-1

3-5

6

7-18-5 8-1

4-1

4-2

「開」
方向

開放装置

「閉」
方向

平行ピン
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3.　製品の性能

安全係数

・試験荷重(プルーフロード)は基本使用荷重の2.5倍

・安全係数 "5" 以上
　　　（クレーン等安全規則 第8章 第213条・第214条による）

　玉掛け用クランプの使用にあたっては、その使用方法が悪い
とつり荷を落下させたり、クランプを著しく損傷させるなどの
危険を伴うため、クランプの正しい使用方法をマスターしてお
く必要があります。
このマニュアルは安全な玉掛け作業を確保し事故を未然に防止
するため、クランプの正しい使用指針を与えることを目的とし
ています。

玉掛け用具として使用する「レールつりクランプRCA型、
RCAL型」の使用基準について規定しています。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
玉掛け作業にあたっては、使用条件に適合した型式のクランプ
を選定しなければなりません。　

　　（1）目　的

　

　　（2）適用範囲

　
　　（3）クランプの種類
　　　　　と適用レール　

RL型

レ
ー
ル
吊
ク
ラ
ン
プ
の
種
類

RCA型 RCAL型（スプリング付き）

適
用
レ
ー
ル

●JIS Eー1101の
　普通レール30kg～60kgレール
●JIS Eー1103の
　軽レール22kg

● JIS Eー1101の普通レール30kg～60kgレール

4.　レールつりクランプの作業マニュアル〈RCA型、RCAL型〉

　  危　険
●RL型はポイント用トングレールや、レール用継目板のつり上げには使用できません。
●RCA型、RCAL型でポイント用トングレールをつり上げる場合、レールのクランプ部板厚に
　注意し、使用可能板厚の範囲内で使用してください。
　形状により、つれないトングレールがありますので形状を確認してお問合せください。
●RCA型、RCAL型はトングレール用継目板のつり上げには使用できません。

詳細はP.50をご参照ください。
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作業開始前には必ず使用クランプと作業内容を点検し、次の事項
を確認してください

　　（4）作業前の確認事項

表示のないものや不鮮
明なものは使用しない
でください。

定期点検済表示のない
ものや、点検月表示の
正しくないものは使用
禁止。

つり荷重に適合した基
本使用荷重のクランプ
を使用してください。

(例)
400kgのものをつり
上げる場合、0.5ton
用のクランプを2個使
用してください。　　

作業内容に適合したク
ランプを使用してくだ
さい。

表示のないものや表示
の不具合なものは使用
現場に置かないでくだ
さい。　

つり荷重が許容範囲を
超えた場合、クランプ
の破損・つり荷の落下
などの原因となります。

また、つり荷重が小さ
過ぎると、つり荷への
くい込みが少なくなり、
つり荷が滑る原因とな
ります。

速度変化の大きい場合
には、衝撃的な力が作
用することがあるので
余裕を持たせてくださ
い。

但し
貴社社内規定優先

4-4-1

項 目　　　　　　  確 認 事 項　　　 　　　  　　　　　処　置　　         　　　　　注 意 事 項

　  危　険

　  危　険

つり荷に適合したクラ
ンプを使用してくださ
い。

有害なワイヤロープ、
チェーンスリング、金
具類は使用しないでく
ださい。

『クレーン等安全規則
第213条･第214条』
参照

4-4-2

（4）

項 目　　　 　　　  確 認 事 項　　　 　　　 　　　　   処　置　　           　　　　 注 意 事 項

注   意

注   意

　  危　険

クランプ作業に使用するスリング及び
金具の安全係数が次の基準を満たして
いること。
　・ワイヤロープ　　　6以上
　・チェーンスリング　5以上
　・金具　　　　　　　5以上

●クランプ本体の側面に表示
　された下記の事項を確認し
　てください。
　・型式
　・最大使用荷重
　・適用レール寸法
　・定期点検済表示
　

つり荷重の算定にあたっては、
偏荷重・衝撃荷重を考慮して
行ってください。
つり荷の質量が最大使用荷重
の1/5以下のものはつり上げ
ないでください。
（軽量つり荷に注意）

●つり荷の質量が、使用する
　クランプの使用荷重の許容
　範囲内であること。

使用するクランプに適合しな
いつり荷の、つり上げ・運搬
は行わないでください。

●つり荷が使用するクランプ
　の適用範囲内であること。

●クランプに使用するスリン
　グは、玉掛け作業に適合し
　たものを使用してください。

注意シールのないクラ
ンプは使用しないでく
ださい。

注意シールのない場合
は、必ず弊社までご請
求の上、貼り付けを行
ってください。

注
意
シ
ー
ル
の
確
認

●クランプに貼り付けられた　
　注意シールを取り外したり、
　不鮮明なまま使用したりし
　ないでください。

● 注意シール

（1）
表
示
内
容
の
確
認

（2）
つ
り
荷
質
量
の
確
認

（3）
つ
り
荷
板
厚
の
確
認
（
最
大
）

（5）
注
意
シ
ー
ル
の
確
認
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クランプの外観（特に歯
の摩耗）および機能を点
検してください。
異常が認められた場合は
使用禁止とし、分解・点
検を行い、部品の交換を
するかメーカーまたはメ
ーカー指定の場所に送付
してください。

き裂のあるもの、または
変形や摩耗の著しいもの
は使用しないでください。

「玉掛け用具の点検」
については、（社）日
本クレーン協会発行
『玉掛け作業者必携』
（第3章第5節）を参
照ください。

4-4-3

項 目　　　 　　　 確 認 事 項　　　 　　　 　　　　   処　置　　           　　　　 注 意 事 項

　  危　険

　  危　険

（5）クランプ作業の手順
玉掛け作業にクランプを使用するときは、正しい手順に従って使用し
てください。

 

（1）

 

レールつり
クランプ

作　動　確　認

開口部を開く
（開放装置をセット）

作 業 手 順　　　　　　　　　　　  確 認 事 項　　　　　　　　　　　　図 解 

4-5-1

（2）

（3）

危  険

危  険

　  危　険

▼

RCA型

RCAL型

●作業方法に適合しない　
　クランプは使用しない　
　でください。

P.35～48「7. レールつ
りクランプの点検マニュア
ル」を参照

●異常のあるクランプは　
　使用しないでください。

「ねじシャックル」をつか
んで本体内に一杯まで押し
込み、開放装置の「つま
み」を「開」へ押す。

つり上げ方法
つり点数　　　を決定
取り付け位置

つり荷の質量
レールの種類

（P.15～17を参照）

を確認

○

●取扱説明書および、注意シールの内容を熟知しない人
　は使用しないでください。
●玉掛け作業以外には、使用しないでください。

●作業前には必ず作業開始前
　の点検を行ってください。
　（クレーン等安全規則
　　　　　　　　第220条）

P.35～48「7.レールつりク
ランプの点検マニュアル」に
従ってください。

取り付けスリング（チェーン、
ワイヤ、金具、シャックル
等）については、『玉掛け用
具の点検』（右欄注意事項参
照）に従って行ってください。

玉掛け作業に従事する作業者
は、作業内容に応じた資格を
有すること。
（資格証の確認）

●法定資格のない人は、絶対
　にクレーン操作、玉掛け作
　業をしないでください。

1

○1

型
式
選
定

作
業
開
始
前
の
点
検

ク
ラ
ン
プ
の
取
り
付
け (

1)

（6）
作
業
開
始
前
の
点
検

（7）
作
業
者
の
資
格
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（3）

（5）

取り付け位置の
確認

スリング角度の
確認

  

深く差し込む

　開口部を閉じる
　（開放装置を解除）

取り付け状態の
確認

作 業 手 順　　　　　　　　　　　  確 認 事 項　　　　　　　　　　　　 図解

4-5-2

危  険

危  険

危  険

注  意

▼
▼

▼
▼

クランプする部分の状態

RCA型…開放装置の「つま
み」を「閉」へ押す
RCAL型…「ねじシャックル」
を持って本体内に一杯まで押
し込み、開放装置のつまみを
「閉」へ押す

カムがレールのウェブをクラ
ンプしていることを確認する

（4）

クレーンを巻上げ

一旦停止

安全確認

巻上げ再開

つり荷姿勢確認

つり荷姿勢よし

作 業 手 順　　　　　　　　　　　  確 認 事 項　　　　　　　　　　　　 図解

4-5-3

危  険

危  険

注  意

▼

静かに、丁寧に

バランスが悪い

P.19手順①に
戻ってやり直す

作業を中止

巻下げ

●クレーンの巻上げ・巻下げは、
　静かに丁寧に行ってください。

●クレーンで巻上げる時、ねじ   
　シャックルに荷重が掛かった
　時点で一旦停止して、次の項
　目の安全確認を行ってくださ
　い。
　・対向角度30゜以内
　　掛け幅角度30゜以内
  （P.49機種別つり角度表参照）
　・クランプの差し込み深さ
　・カムの当たり具合
　

●つり上げ作業中、クランプに
　荷重が完全に掛かるまでの状
　態は危険です。

●つり荷のつかみ部に、油、塗
　料、スケール、さび等の付着
　物がある場合は、きれいに取
　り除いてください。

●クランプの取り付けは、2個以 
　上のクランプでバランスを保
　つ位置に取り付け、つり荷の
　安定を図るようにしてくださ
　い。

●2点つりの場合、掛け幅角度は
　30゜以内。
●2点つりの場合で、掛け幅角度
　が30゜以上になる場合は、必
　ず天秤を使用すること。
●天秤を使用する場合は、クラ
　ンプは必ず鉛直に取り付けて
　ください。

●つり荷に開口部の奥が当たる
　までクランプを差し込んでく
　ださい。

○2
○2

○3

○3

○４

○４

○５○５

○６

○７

○７

○８ ○８

○９

○９

○10

○11

○12

ク
ラ
ン
プ
の
取
り
付
け (

2)

引
き
起
こ
し･

巻
上
げ

運
搬 (

1)

30°
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クレーン巻下げ

着地前に一旦停止

着地前安全確認

安全確認

作 業 手 順　　　　　　　　　　　  確 認 事 項　　　　　　　　　　　　図 解 解 説

4-5-4

▼

つり上げ・運搬

危  険

静かに、丁寧に

（6）

 巻下げ再開

　

開口部を開く
  （開放装置をセット）

 

クランプ取り外し

  

注　　　油

  

  所定の場所へ保管

作 業 手 順　　　　　　　　　　　  確 認 事 項　　　　　　　　　　　　図 解 解 説

4-5-6

クランプに荷重が掛からなく
なるまで、クレーンを巻下げ
る

開放操作を行う際にはスリン
グ（チェーンやワイヤロー
プ）のたるみに十分余裕があ
ることを確認し、ねじシャッ
クルをつかんで本体内に一杯
まで押し込む

▼
▼

▼

（7）

 本体を持ってつり荷から外す。
 または、クレーンを巻上げる

　 次の作業のために
　  P.19（1）に戻る。

注油箇所は、分解構造図
(P.11.12)を参照してく
ださい。

危  険

注  意

禁 止

禁 止

 バランスが悪い

安全対策施行

（5）
危  険

　
●人の頭上を通過させないで
　ください。

●つり上げ・運搬中には、つ
　り荷の落下、転倒範囲内に
　立ち入らないでください。
　( クレーン等安全規則
　　　　第28条・第29条 )

●つり荷やクランプに衝撃荷
　重が働くようなクレーン操
　作はしないでください。

●着地前に一旦停止して、
　次の事項を確認してく
　ださい。

・つり荷の傾き、転倒し
　ないこと。
・着地場所とその周辺の
　安全確保
・着地場所付近に足を置
　いていないか

●クランプの可動部、カ 
　ム等にかみ込んだ塗料・
　汚泥等を除去してくださ
　い。

●クランプの回転部分(ピ
　ン回り)・スプリング等、
　摺動部に必ず注油して
　ください。
●クランプは、必ず室内に
　保管してください。

○13
○18

○18

○19

○19

○20

○20
○21

○22

○22

○23

○14

○15 ○15

○16

○17

運
搬 (

2)

巻
下
げ
・
取
り
外
し 

（
2
）

手 

入 

れ 

・ 

保 

管

（6）
巻
下
げ
・
取
り
外
し 

②
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1 点つりでは重心
をつり上げても荷
振れを生じやすく、
クランプが外れや
すく危険です。

クランプは構造上、
反転作業中・着地
時等においてクラ
ンプ力が減少する
特性を持っている
ので、落下・転倒
範囲内に立ち入る
ことは危険です。

『クレーン等安全
規則　第28条・
第29条』参照。

2個以上のクランプを使用すること。

　　

5-1

5. 使用上の注意事項
クランプによる事故の大半は、玉掛け作業時の誤った作業方法に
よるものです。作業者は正しい使用方法を習得し、安全な作業を
しなければなりません。

●1点つりでクランプを使用しないで
　ください。
●重心を正しく出し、2 個以上のク
　ランプで重心をはさむ位置にクラ
　ンプを取り付け、つり荷の安定を
　図ってください。
●クランプの掛け幅角度(θ2)は30°
　以内としてください。クランプの
　制限角度についてP.49「機種別ス
　リング角度表」を参照ください。

危  険

●2個以上のクランプを使用する場合、  
　クランプは同じ型式（最大使用荷
　重、開口寸法）のものを使用して
　ください。

●つり上げ運搬作業中や反転作業中
　には、つり荷の落下・転倒範囲内
　に立ち入らないでください。
●絶対に人の頭上を通過させないで
　ください。

危  険

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

指 示

指 示

5-2

　  危　険

　  危　険

　  危　険

カムに塗料・油等
が付着すると滑り
を生じやすく、つ
り荷を落下させる
原因となります。

衝撃荷重が作用す
ると、クランプの
主要部であるリン
ク機構及びカムが
損傷し、クランプ
としての機能を果
たすことができな
くなるので注意し
てください。

クレーン等安全規
則第26条「事業
者はクレーンによ
り、労働者を運搬
しまたは労働者を
吊上げて作業させ
てはならない。」

塗装されたつり荷
をつり上げる場合、
カムの歯が新しい
クランプを使用し
てください。

作業周辺のスペー
スを十分確保して
ください。

●一度衝撃荷重が
　掛かったクラン
　プは使用禁止で
　す。

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

きれいにふいてから取り付ける

注   意

トングレール、レール用継目板についてはP.50をご参照ください。

危  険
●つり荷に油・塗料・さび・スケール
　等の付着物がある場合はよく取り除
　いてから使用してください。

●つり荷やクランプに衝撃荷重が働く
　ような使い方をしないでください。

●クランプでつった荷に、人は乗ら　
　ないでください。また、人の乗る　
　用途には絶対に使用しないでくだ　
　さい。

θ2

（1）

1
点
つ
り
厳
禁

（2）
転
倒
範
囲
内
立
入
禁
止

（3）
油
等
付
着
材
の
つ
り
上
げ

（4）
塗
装
さ
れ
た
つ
り
荷
の
つ
り
上
げ
注
意

（5）
つ
り
荷
へ
の
同
乗
厳
禁

油 滑 る
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（9）

5-4

　  危　険

長時間にわたりつ
り荷重が掛かって
いると、クレーン
およびクランプを
含むつり治具全て
に悪影響をおよび
します。

乱暴なクレーン操
作をすると振動や
衝撃により、つり
荷の位置ずれや滑
落、横すべり等の
危険があります。

2台以上のクレー
ンを別々に操作す
るとタイミングが
合わず、クランプ
が外れて、つり荷
が落下する危険が
あります。

『クレーン等安全
　規則　第32条』
　参照

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

（6）

（7）

（8）

5-3

　  危　険

　  危　険

　  危　険

オーバーロードに
より、クランプの
破損やつり荷の落
下の原因になりま
す。

つり荷を引きずる
と、振動により瞬
間的に無負荷状態
ができるため、そ
の場合クランプ力
が低下し、つり荷
が滑る危険があり
ます。

転倒時の衝撃によ
り、クランプに衝
撃荷重が掛かり、
破損や転倒事故の
原因となります。

クランプやつり荷
が他の物に接触し
たりつかえたりす
ることで、リンク
に作用するつり荷
重が小さくなり、
つり荷をつかむ力
がなくなり、つり
荷が落下する危険
があります。

架台を一緒につり
上げたりしないで
ください。

固定接続ボルトが
開放されているか
確認してください。

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

（1）

（2）

（3）

注   意

注   意

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

●クランプで、地球つりをしないで
　ください。

●クランプでつかんだ状態で、つり
　荷を引きずるような作業をしない
　でください。

●つり上げ・運搬・巻き下げ時には、
　クランプやつり荷を他の物に接触
　させないでください。

●クランプでつり荷をつったまま、
　クレーン（巻上げ機等）の運転位
　置から離れないでください。

●クレーンの巻上げ・巻下げは、静
　かに丁寧に行ってください。

●2台のクレーンを使用して1つの
　つり荷のつり上げ・運搬を行うこ
　とは大変危険です。（2台のクレ
　ーンを同時に操作できる制御装置
　のない場合）

地
球
つ
り
禁
止

引
き
ず
り
作
業
禁
止

他
の
物
へ
の
接
触
厳
禁

ク
レ
ー
ン
操
作
上
の
注
意
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（13）

5-6

　  危　険

　  危　険

　  危　険

作業終了後、クレ
ーンを巻上げたと
きに、つり荷や隣
接するレールなど
を引っ掛け、崩落
･転倒事故を引き
起こす危険があり
ます。

段つりは作業者が
つり荷の下に入る
ことになり危険で
す。

共づりはクランプ
が接触して、つり
荷が外れる危険が
あります。

バケットの爪にチ
ェーンスリングを
引っ掛けて、玉掛
け作業をすること
はできません。

崩落止め処置対策
を講じてからクラ
ンプを外してくだ
さい。

クレーンフック1
個から2個以上の
荷をつることはし
ないでください。

『労働安全衛生規
則第164条』お
よび、『労働基準
局通達基発第542
号』を厳守して使
用してください。

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

（10）

5-5

クランプの本体を
始め主要部分が腐
食し、クランプの
強度・機能が低下
するとともに、腐
食割れの原因とな
ります。

海中または河川等
で、水中に出入り
するつり荷や、水
中にあるつり荷を
扱う場合、
・浮力によるつり
　荷重の変化
・流れによるつり
　荷の安定性
・水中でのつり荷
　の状態
等が確認できない
ため、十分な注意
が必要です。

クランプの本体・
カムが軟化し、本
体強度・くい込み
機能の低下により、
本体破損・落下事
故の原因となりま
す。

低温においては、
クランプの主要部
分の耐衝撃値が極
端に低下するので、
クランプの強度が
低下し、破損の原
因となります。

専用の特注クラン
プを使用してくだ
さい。

詳細は当社営業所
にご相談ください。

150℃以上とな
ることが避けられ
ない場合、当社営
業所にご相談くだ
さい。

ー20℃以下とな
ることが避けられ
ない場合、当社営
業所にご相談くだ
さい。

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

高
温

低
温

注   意

注   意

注   意

注   意

禁 止

禁 止

●酸・アルカリ等の溶液中、および
　雰囲気中で使用しないでください。

●水中に出入りするつり荷の玉掛け
　作業には、十分注意してください。

●クランプの温度が150℃以上にな
　るような高温物の玉掛け作業には
　使用しないでください。

●気温がー20℃以下になる寒冷地
　での玉掛け作業には使用しないで
　ください。

●つり荷から取り外したクランプが、再
　度つり荷を引っ掛けたり、隣接の部材
　に当たらないよう取り扱ってください。

●段つりや共づりを行わないでください。

●クレーン機能を備えた車両系建設機械
　で使用する場合、直接爪に引っ掛けて
　使用しないでください。

禁 止

禁 止

酸、アルカリ等

薬
品
中
で
の
取
り
扱
い

取
り
外
し
後
注
意

（11）
水
中
で
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用

（12）
使
用
温
度

（14）
段
つ
り
・
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（15）
ク
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建
設
機
械
で
の
つ
り
上
げ
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（17）　

5-8

　  危　険

　  危　険

　  危　険

多点つりの場合、
偏荷重や取り付け
スリング長の不均
一により、特定の
つり点に荷重が集
中し、オーバーロ
ードによる破損・
落下の危険があり
ます。

アースが不完全な
場合、カム等の部
品およびチェーン
スリング、ワイヤ
ロープの損傷の原
因となります。

クランプやチェー
ンスリング、ワイ
ヤロープが損傷し、
危険な状態になり
ます。、

剛性の小さいつり
荷で、長さに比べ
てつり点数が少な
い場合、つり荷が
たわみクランプが
こじれて外れる危
険があります。

やむを得ず溶接作
業を行う場合は、
絶縁フック等を使
用し、アースを完
全にとり、漏電を
防止してください。

絶縁フック IHM型

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

（16）

（17）

5-7

　  危　険

1本のチェーンス
リング、ワイヤロ
ープに2個のクラ
ンプを取り付けて
使用しないでくだ
さい。スリングに
滑りが生じたとき、
吊荷の傾きと衝撃
力で予想以上の荷
重が作用し、チェ
ーンスリングまた
はワイヤロープや
クランプを損傷さ
せるとともに、吊
荷を落下させるこ
とにもなり危険で
す。

ねじシャックルに
チェーンスリング
またはワイヤロー
プを直接差し込ん
で使用した場合、
摩擦でチェーンス
リングまたはワイ
ヤロープが著しく
損傷します。

天秤を使用せず長
尺物をつると、掛
け幅角度が大きく
なり、クランプの
取り付け角度も大
きくなるため、危
険です。

天秤を使用すれば、
クランプの取り付
け角度が垂直状態
に近くなり、くわ
え深さも深くでき
安全です。

『クレーン等安全
規則　第213条』
参照

接続金具は、玉掛
け作業に適合した
ものを使用してく
ださい。

天秤の構造、最大
荷重に注意してく
ださい。

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

（1）
2個のクランプを使用する場合、必ず2
本のチェーンスリングまたはワイヤロー
プを使用してください。

（2）
接続金具の使用

（1）
つり幅が大きい場合

（２）
　多点つり
　の場合

注   意

注   意

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

禁 止

指 示

指 示

指 示

●天秤を使用して多点つりをする場
　合、スリングの長さに注意し偏荷
　重にならないようにしてください。

●荷をつったまま溶接作業をしない
　でください。

●クランプを取り付けたまま、ショ
　ットブラスト等の作業をしないで
　ください。

●クランプに使用するスリングは、
　玉掛け作業に適合したものを使用
　してください。

●クランプに直接チェーンスリング、
　またはワイヤロープを取り付けて
　使用しないでください。

●長尺物をつる場合、天秤を使用し、
　クランプの取り付け角度を垂直状
　態に近づけてください。

指 示

禁 止

取
り
付
け
ス
リ
ン
グ
と
の
接
続
方
法

（18）

荷
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（19）
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天
秤
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使
用
に
つ
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て
　
②
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（20）

5-9

衝撃によりクラン
プの本体およびロ
ック装置が破損
し、作動不良の原
因となります。

加熱によってクラ
ンプの材質が組織
変化を起こし、硬
くなってもろくな
り、破損の原因と
なります。

（21）

　  危　険

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

必ず作業開始前の
点検を実施してく
ださい。
異常が認められた
場合は使用禁止と
し、分解点検を行
い、部品の手入
れ・交換をするか、
メーカー（または
メーカー指定の場
所）に送付し、修
理しなければなり
ません。

点検基準等の詳細
は、P .35～48
「7.レールつりク
ランプの点検マニ
ュアル」をご参照
ください。

保証書に添付され
ている「保証書発
行確認書」に必要
事項をご記入の上、
必ず弊社までご返
送ください。

料金受取人払いと
なっておりますの
で、差出し有効期
間が過ぎていても
弊社に届きますの
で、そのまま投函
してください。

5-10

引き起こし作業や
着床時で、つり荷
重が小さくなった
時にグリップ力が
なくなり、つり荷
が滑り落ちる危険
があります。

本体に異常がある
と作動不良を起こ
し、つり荷が滑り
落ちる等の危険が
あります。

ユーザー登録がさ
れていないため、
点検や点検のご案
内ができず、クラ
ンプの整備不良で
事故が発生した事
実があります。

（23）

　  危　険

　  危　険

　  危　険

項 目　　　　　　　 確認および使用方法　　　 　　　  　　　 理　由　　             注意事項・処置

注   意

禁 止

禁 止

禁 止

指 示

目詰り

●クランプを投下したり、引きずっ
　たりしないでください。

●クランプおよび付属品の改造は、
　絶対にしないでください。
●クランプおよび付属品に溶接、加
　熱などをしないでください。

●カムの歯が摩耗・目詰まり・欠
　落したものや、ロックスプリン
　グのききの悪いクランプは使用
　しないでください。

●本体間隔の開き・減少や、本体
　のゆがみ、平行ピン溝の摩耗等、
　本体に異常があるクランプは使
　用しないでください。

●保守管理のための大切なデータ
　ーとなりますので、必ずユーザ
　ー登録を行ってください。

摩耗

開き

減少

ク
ラ
ン
プ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ク
ラ
ン
プ
の
改
造
禁
止

ユ
ー
ザ
ー
登
録
の
お
願
い

禁 止

禁 止

（22）
整
備
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除去不能の場合、
組立リンクを交
換してください。

カム部に油が付着し
ていると、滑るこ
と が あ り 危 険 で
す。

屋 外 に 放 置 し た
り、気温変化の大
きい場所では雨・
結露により、錆等
が発生し、十分な
機能を確保できな
くなります。

廃棄すべきクラン
プは本体にその由
を表示するととも
に、別の場所に移
し、すみやかに廃
棄してください。

項 目　　　 　　　　　手 入 れ の 箇 所　　　　 　　　      手入れの方法　　　　 　注 意 事 項

布およびワイヤブ
ラシで除去してく
ださい。

乾燥した塗料はタ
ガネ等で除去して
ください。

マシン油を差し、
カム部の油をきれ
いにふき取ってく
ださい。

注油箇所は分解構
造図(P.11～12)を
参照してください。

（1）

　  危　険

（2）

（3）

6　保守、保管について
作業終了後は次の作業に備え、下記の要領で手入れを行い指
定の場所に保管しなければなりません。

注   意

注  意
●保管場所は必
　ず室内として
　ください。

●故障等により
　修理が必要な
　クランプは別
　の場所に保管
　し、誤って使
　用されないよ
　うにしてくだ
　さい。

（1）目　　的

（2）適用範囲

（3）点検の種類と要領及び処置

7.  玉掛け用クランプの点検マニュアル〈RCA型、RCAL型〉

このマニュアルはクランプを正しく使用し、より安全を図るため、作業
開始前の点検および定められた時期に点検を行い、事故を未然に防ぐこ
とを目的とした点検指針として規定しています。

玉掛け用具として使用する「レールつりクランプRCA型、RCAL型」
の点検について規定しています。

●作業開始前の点検 (日常点検)
　使用者又は所有者は、作業開始前に必ず点検を行わなければならない。
　(参考：クレーン等安全規則　第220条「作業開始前の点検」 )

●定期点検
　専門的な知識を有する者による、外観の目視・作動点検を行う。異常が
認められない場合は「点検済」の表示をする。
必要に応じて分解点検を行い異常が認められた場合は使用禁止とし、
部品の手入れ・交換をするか、メーカー（またはメーカー指定の場所）
に送付して修理を行う。
点検者は点検の時期及び点検・修理内容を記録・保管しなければならない。
(参考：クレーン等安全規則 第217条及び
　　日本クレーン協会規格JCAS6601-2019「つりクランプ」より)
部品交換基準は、別表の「判定基準」に従ってください。

カム

●可動部･カム等にかみ込んだ塗料・
　汚泥等を除去してください。

●回転部分（ピン回り）・ロック
　スプリング等の摺動部に注油し　
　てください。

危  険

付 

着 

物 

の 

除 

去

注  

油

保 

管 

場 

所
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（4）保守点検時注意事項

0-1

0-2

1

2

3-a

3-b

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

点検箇所 

歯の目詰まりの有無、
最大使用荷重の表示内容の確認
つり環・リンク・カム等の
連動機能がスムースなこと
変形・割れ・き裂・
口の開きがないこと

変形・摩耗・曲がりがないこと

変形・摩耗・曲がりがないこと

変形・摩耗・曲がりがないこと

ゆるみがないこと

変形・曲がり・ナットのゆるみや
脱落がないこと

変形・摩耗・曲がりがないこと

摩耗・亀裂・欠けがないこと

変形による作動不良の有無

ゆるみがないこと

変形・曲がり・ナットのゆるみや脱落
がないこと

変形・摩耗・曲がりがないこと

作動不良がないこと
取付ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄのゆるみ､変形､脱落がないこと

ねじれ・伸び・変形・さび・折損がないこと

飛び出し・変形・脱落がないこと

（5）点検箇所

外観（全体）

全体機能

本体

ねじシャックル

シャックルリンク

Ｌリンク

シャックルリンク
カシメピン

Ｌリンクボルト

Ｌリンクピン

カム

カムリンク

カムリンクカシメ
ピン

カムボルト

平行ピン

開放装置

スプリング

スプリングピン

RCA・RCAL型

クラック・
さびがないこと
　　　
各部がスムーズ
に作動すること　
ピン穴・接触部の摩
耗がないこと
ボルト穴の摩耗
がないこと
ﾋﾟﾝ･ﾎﾞﾙﾄ穴の摩耗・板
厚の減少がないこと
ﾋﾟﾝ･ﾎﾞﾙﾄ穴の摩耗･板
厚の減少がないこと

傷がないこと

傷がないこと

さび・ピン穴の摩耗
がないこと
伸び・穴の変形・板厚
の減少がないこと

　

傷がないこと

傷がないこと

割れがないこと

同左

同左

同左

同左

同左　

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左　

同左

同左

同左　

No.

　  危　険

　  危　険

　  危　険

注   意

注   意

純正部品以外の部品の使用による、事故および故障については、
補償の対象外となります。

点検で使用不可能と判断した製品には使用禁止札を取り付けて
います。

イーグルクランプでは、点検講習を受講された方に、講習
修了証を発行しています。

作業中の保守点検、修理は危険です。安全な場所で行ってください。

確認・注意事項

弊社が実施するクランプの定期点検においてメーカーが定めた基準
に合格した製品には、点検済の確認の為「点検済シール」を貼り付
けています。この「点検済シール」は、点検実施月を示すものであ
り、次の点検までの安全性等を保証するものではありません。
したがいまして、クランプ管理者は作業開始前点検（日常点検）整
備や定期点検整備を確実に実施されるとともに、使用状況に応じて
適切に保守管理を行ってください。

点検済シールについて

保守点検、修理をする時は、必ず空荷（つり荷がない）の
状態で行ってください。

保守点検、修理をする時は、点検作業中の表示（『点検
中』等）を必ず行ってください。

保守点検で異常があったときは、そのまま使用せず、ただち
に補修、または廃棄してください。

保守点検は、事業者が定めた専門知識を有する者が行ってく
ださい。

当社製純正部品以外は、絶対に使用しないでください。

1

2

3

4

5

危　険

奈良事業所

株式会社

大阪市中央区大手前1丁目2 - 15

　XX

XX
●日常点検（作業開始前の点検）……原則として目視および作動点検
●定期点検　……………………………原則として非分解点検、必要に応じて
　　　　　　　　　　　　　　　　　分解点検を行う（点検済シールを貼る）

（日常点検）
作業開始前の点検 　定 期 点 検 
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（7）点検基準

0-1. 

外
　
観
（ 

全
　
体 

）

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　点 検 要 領　　     処置(部品No.)

7-7-1

表示のないもの、不
鮮明なものは使用不
可

歯の目詰まりがない
こと

全てがスムーズに作
動すること

目視で確認する

目視で点検する

目視で点検する

1.ねじシャックルを
　動かし、作動検査
　を行う

2.開放装置の開閉を行う

0-2. 

1.表示内容の確認
　・型式
　・最大使用荷重
　・適用レール仕様
　・定期点検済表示
　　注意シールの確認

2.歯の目詰まり

3.ボルト・ナット・
　ロールピンの、
　ゆるみ・脱落

1.ねじシャックル・リン
　ク・カムの作動がスム
　ースであるか

2.開放装置の作動は正常か 

歯の目詰まり
は、掃除をする

ゆるみがある
ものは締め付
ける

脱落のあるも
のは取り付け
る

作動がスムー
ズでない場合
は、分解点検
を行うこと

1. 

本
体
・
平
行
ピ
ン
溝

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-2

奥行き100mmにつき
5mm以上は不可

          BーA≧

1）深さ2mm以上は不可
     開口部奥のノッチ傷は
　  不可
2）2mm以上は不可
     

RCA型
　1）45mm以上は不可
　2）25mm以下は不可
RCAL型
　1）57mm以上は不可
　2）33mm以下は不可

ゆがみのないこと

5%以上は不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

　̶̶̶≧̶̶̶

平行ピンとの摩耗により、
平行ピン溝の損傷、または
変形が生じたものは不可

ノギス等の測定具で
計測する

目視またはノギス等
の測定具で計測する

ノギス等の測定具で
計測する
・開き寸法は外寸
　（W1）を
・閉じ寸法は内寸
　（W2）を
　測定する
（寸法図P.10参照）

目視により、ゆがみ
の有無を点検する

ノギス等の測定具で
計測する

目視検査および
作動検査を行う

1.開口部の開き

2.開口部の傷
　1）ノッチ傷
　2）摩耗

3.本体間隔
　1）開き（Ｗ1）
　2）減少（Ｗ2）

4.本体のゆがみ

5.カムボルト穴の伸び・
　摩耗

6.平行ピン溝の損傷、
または摩耗

許容値を超える
ものは廃棄

許容値を超える
ものは廃棄

許容値を超える
ものは廃棄

ゆがみのある
ものは廃棄

許容値を超える
ものは廃棄

ガイド溝の損傷･
変形があるもの
は廃棄

   5　
100

   5　

  Dーd　
d

1

1

1

1

1

1

☆ねじシャックルを上下に作動させて動きの固いものは、本体のゆがみ、本体間隔の減少の
　恐れがあるので、点検すること。

U
A

B

U
1）

2）

100

W1

W2

D
d

全 

体 

機 

能
　

1

2

3



M-25M-2540 41

2. 

ね
じ
シ
ャ
ッ
ク
ル

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　 点 検 要 領 　　   処置(部品No.)

7-7-3

変形・傷・亀裂がある
ものは不可

5%以上は不可
  d：基準寸法
  D：測定寸法

　̶̶̶≧̶̶̶

5%以上は不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

　̶̶̶≧̶̶̶

シャックルボルトの曲
がりにより、ナット・
割りピンが完全に装着
できないものは不可

脱落・ゆるみのないこと

目視により変形・傷・
亀裂の有無を点検する

疑わしいものは、探
傷検査等を行って点
検する

ノギス等の測定具で
計測する

ノギス等の測定具で
計測する

目視により、シャッ
クルボルトの曲がり
を点検する

目視により、脱落・
ゆるみの有無を点検
する

1.シャックル本体の
　変形・傷・亀裂

2.シャックル本体の摩耗

3.シャックルボルトの摩耗

4.シャックルボルトの曲がり

5.ナット・割りピンの脱
　落・ゆるみ

変形・傷・亀裂
があるものは交
換

許容値を超える
ものは交換

許容値を超える
ものは交換

シャックルボル
トの曲がりのあ
るものは交換

ナット・割りピ
ンの脱落したも
のは取り付け、
ゆるんだものは
正しく装着する
こと

   5　
100

  dーD　
d

   5　
100

  dーD　
d

3-a. 

シ
ャ
ッ
ク
ル
リ
ン
ク

3-b. 

L
リ
ン
ク
（
2-

1
）

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　点 検 要 領　　     処置(部品No.)

7-7-4

目視またはノギス等
の測定具で計測する

ノギス等の測定具で
計測する

ノギス等の測定具で
計測する

目視またはノギス等
の測定具で計測する

1.シャックルリンクの傷
　1）ノッチ傷
　2）摩耗

2.板厚の減少

3.ピン・ボルト穴の伸び
　・摩耗

1.Lリンクの傷・変形
　1）ノッチ傷
　2）摩耗
　3）変形

許容値を超える
ものはLリンク
セットを交換

許容値を超える
ものはLリンク
セットを交換

許容値を超える
ものはLリンク
セットを交換

許容値を超える
ものはLリンク
セットを交換

2-1

2-1

2-2

2-2

2-3･4

☆シャックルリンク・Lリンクの交換時は、Lリンクセット一式の交換となります。

3-2・4-2

3-1・4-1

3-1・4-1

3-1・4-1

  Dーd　
d

  5　
100

1）深さ2mm以上は不可

2）2mm以上は不可

10%以上は不可
　t：基準寸法
　T：測定寸法

     ̶̶̶≧̶̶̶

5%以上は不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

     ̶̶̶≧̶̶̶

1）深さ2mm以上は不可

2）2mm以上は不可

3）5%以上は不可
　　R：基準寸法
　　L：測定寸法

     ̶̶̶≧̶̶̶
　   

  tーT
t

  10　
100

  LーR　
R

   5　
100

D d

1.5

1）

2）

1）

2）

R

D
D

d d

1.5

100

T
t

D
d

R
L



長さ100mmに対し、
曲がりが1.5mm以上は
不可

ボルト径の減少が5%
以上は不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

      ̶ ̶̶≧̶̶̶

脱落・ゆるみのないこと

割れ・亀裂・はくりの
ないこと
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3--b. 

L
リ
ン
ク
（
2
‐
2
）

　4.　

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-5

10%以上は不可
　t：基準寸法
  T：測定寸法

     ̶̶̶≧̶̶̶

5%以上は不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

     ̶̶̶≧̶̶̶

平行ピンとの摩耗によ
り、平行ピン溝の損傷、
または変形が生じたも
のは不可

ゆるみのないこと

ノギス等の測定具で
計測する

ノギス等の測定具で
計測する

目視検査および作動
検査を行う

目視により、ゆるみ
の有無を点検する

2.板厚の減少

3.ピン穴の伸び・摩耗

4.平行ピン溝の損傷、
　または摩耗

カシメのゆるみ

許容値を超える
ものはLリンク
セットを交換

許容値を超える
ものはLリンク
セットを交換

ガイド溝の損傷･
変形があるもの
はLリンクセッ
トを交換

カシメのゆるん
だもの、外れた
ものは、Lリン
クセットを交換
する

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5
100

dーD
d

5. 

L
リ
ン
ク
ボ
ル
ト

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-6

目視およびゲージに
て計測する

ノギス等の測定具で
計測する

目視により、脱落・
ゆるみの有無を点検
する

目視により、割れ・
亀裂・はくりの
有無を点検する

1.曲がり

2.摩耗

3.ナットの脱落・ゆるみ

4.スリーブの割れ・
　亀裂・はくり

許容値を超える
ものは交換

許容値を超える
ものは交換

注油

ナットの脱落し
たものは取り付
け、ゆるんだも
のは締め付ける
こと

割れ・亀裂・は
くりのあるもの
は交換

☆ 注油不足、およびオーバーロードのクランプは、Lリンクボルトの摩耗・はくりが多い。

3-2・4-2

3-2・4-2

☆ シャックルリンク・Lリンクの交換時は、Lリンクセット一式の交換となります。
☆ 開口部の開きが、基準寸法以下の場合、Lリンクの変形の恐れがあります。

3-3・4-3

3-2・4-2

5-1

5-1

5-2

5-3

tーT
t

  10　
100

dーD
d

  5　
100

シ
ャ
ッ
ク
ル
リ
ン
ク
カ
シ
メ
ピ
ン

T
t

D
d

100

1.5

D

d



dーD
d

   5　
100
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6. 

L
リ
ン
ク
ピ
ン

7. 

カ
ム
（
2
‐
1
）

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-7

長さ100mmに対し、
曲がりが1.5mm以上
は不可

ピン径の減少が5%
以上は不可
d ：基準寸法
D：測定寸法

 ̶̶̶≧̶̶̶

はくりのないこと

0.5mm以上は不可

欠け・座屈のないこと

目視およびゲージ
にて計測する

ノギス等の測定具で
計測する

目視により、はくりの
有無を点検する

ノギス等の測定具で
計測する

目視により、欠け・
座屈の有無を点検する

1.曲がり

2.摩耗

3.はくり

1.摩耗（幅）

2.歯の欠け・座屈

許容値を超える
ものは交換

許容値を超える
ものは交換

注油

はくりのあるも
のは交換

注油

許容値を超える
ものは組立リン
クを交換

欠け・座屈が1
ケ所でもあるも
のは、組立リン
クを交換

7. 

カ
ム
（
2-

2
）

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-8

5%以上は不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

     ̶ ̶̶≧̶̶̶

3--a.「シャックルリンク」
を参照のこと

ゆるみのないこと

長さ100mmに対し、
曲がりが1.5mm以上は
不可

ボルト径の減少が5%
以上は不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

 
    ̶ ̶̶≧̶̶̶

ノギス等の測定具で
計測する

目視により、ゆるみ
の有無を点検する

目視およびゲージ
にて計測する

ノギス等の測定具で
計測する

3.ピン穴の伸び・摩耗

3--a.「シャックルリンク」
と同じ

カシメのゆるみ

1.曲がり

2.摩耗

許容値を超える
ものは組立リン
クを交換

カシメのゆるん
だもの、外れた
ものは、組立リ
ンクを交換する

許容値を超える
ものは交換

許容値を超える
ものは交換

注油

   5　
100

  Dーd　
d

   5　
100

  dーD　
d

6

6

6

☆ 注油不足、およびオーバーロードのクランプは、Lリンクピンの摩耗・はくりが多い。

7-1・8-1

7-1・8-1

8.

9.

10.

7-1・8-1

☆ つり荷に傷のつかないクランプは、歯が摩耗している恐れがあります。
☆ カム・カムリンクの交換時は、組立リンク一式の交換となります。

7-2・8-2

7-3・8-3

9-1

9-1

1.5

カ
ム
リ
ン
ク

カ
ム
リ
ン
ク
カ
シ
メ
ピ
ン

カ
ム
ボ
ル
ト
（
2-

1
）

1.5

100

D

d

摩耗

摩耗幅

摩耗幅

D
d

1.5

100

D
d
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10. 

カ
ム
ボ
ル
ト
（
2-

2
）

  11.  

平
行
ピ
ン
（
2-

1
）

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-9

脱落・ゆるみのないこと

割れ・亀裂・はくりの
ないこと

曲がりのないこと

ピン径の減少が5%以上は
不可
　d：基準寸法
　D：測定寸法

　̶̶̶≧̶̶̶

はくりのないこと

目視により、脱落・
ゆるみの有無を点
検する

目視により、割れ・
亀裂・はくりの
有無を点検する

目視およびゲージ
にて計測する

ノギス等の測定具
で計測する

目視により、はく
りの有無を点検する

3.ナットの脱落・ゆるみ

4.スリーブの割れ・亀裂
・はくり

1.曲がり

2.摩耗

3.Lリンク接触部のはくり

ナットの脱落し
たものは取り付
け、ゆるんだも
のは締め付ける
こと

割れ・亀裂・は
くりのあるもの
は交換

許容値を超える
ものは交換

許容値を超える
ものは交換

注油

はくりのあるも
のは交換

   

11. 

平
行
ピ
ン
　
（
2-

2
）

12. 

開
放
装
置

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-10

割れ・変形のないこと

変形・脱落のないこと

割れ・亀裂のないこと

変形・脱落のないこと

Lリンクセットを本体内
に押し込んでも、開放状
態にロックされないもの
は不可

目視により、割れ・
変形の有無を点検
する

目視により、変形・
脱落の有無を点検
する

目視により、割れ・
亀裂の有無を点検
する

目視により、変形・
脱落の有無を点検
する

作動検査を行う

4.ロールピンの割れ・
　変形

5.ワッシャーの変形・
　脱落

6.カラーの割れ・亀裂

1.変形・脱落

2.作動不良

割れ・変形のあ
るものは交換

一度抜いたもの
は交換すること

変形したものは
交換、脱落した
ものは取り付け
る

割れ・亀裂の
あるものは交換

変形したものは
交換、脱落した
ものは取り付け
る

交換

9-2

9-3

☆ カムボルトを本体に付けたまま回転させ、カムの振れを見る。振れ（縦、横）の生じるものは、
　 分解点検を行うこと。（カムボルトの曲がりが考えられる。）

10-1

10-1

10-1

10--2

10--3

10--4

11

11

   5　
100

  dーD　
d

D Dd
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5%以上の伸びは不可

基準寸法：
　0.5tは97mm
　1   tは97mm

変形のないこと

折損のないこと

割れ・変形のないこと

点 検
箇 所 項　　目　　　  　   　　  判 定 基 準　　　　　　  点 検 要 領　　   処置(部品No.)

7-7-11

ノギス等の測定具で
計測する

目視により、変形の
有無を点検する

目視により、折損の
有無を点検する

目視により、割れ・
変形の有無を点検す
る

1.伸び

2.変形

3.折損

割れ・変形

許容値を
超えるものは
交換

変形のあるもの
は交換

折損のあるもの
は交換

割れ・変形のあ
るものは交換

一度抜いたもの
は交換すること

8.  スリング角度について
　
　　（1）クランプを使用する場合の角度
　　　　　　　　クランプには、使用状況によって次の様な角度とその制限があります。

クランプを吊荷に取り付けた
時、又はつり上げた時につり
荷端面の直交線とクランプ本
体厚の中心線が交差する角度
を指します。

 

つり荷を吊上げた時のワイヤロ
ープ、チェーン等の交わる角度。

クランプを正しい状態で並列
使用した場合のつり荷の端面
又は上方の傾斜角を指します。

2点つり

RCAL…12-1

RCAL…12-1

RCAL…12-1

RCAL…13

掛け幅角度
θ2

☆ 一度抜いたロールピンは使用禁止。必ず交換すること。

（2）型式別スリング角度表

　　　　　作業の安全のため、それぞれの許容範囲を厳守してください。

 型　式 
取り付け角度
　（θ1）　
  0° ±5°

  0° ±5°

掛け幅角度
　（θ2）　
  0° ～30°

  0° ～30°

RCA

RCAL

つり荷傾斜角
最大
（θ3）
  15°
  15°

1

2

取り付け角度
θ1

つり荷の傾斜角
θ3

＋ 5 %

3



玉掛け用つり具全般（電動式を除く）
鉄鋼用（縦つりクランプ）
鉄鋼用（横つりクランプ）
縦つり用無傷クランプNE型
形鋼用クランプAC型
ねじ式クランプSB･SBB･SBb型
ハッカー
レールつりクランプ〈本誌〉
コンクリート二次製品用クランプ
チェーンスリング
トング・フック
大型つり具（電動式を含む）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

後書き

この取扱説明書はクランプを正しくお使いいただき、作業の安全、能率の向上を願い、長期に
わたりご愛用いただけるよう念願して作成いたしました。
つり具の安全性は正しい作業手順と、玉掛け作業に適合した機種の選定、正しく整備されたつ
り具によって確保されます。
このマニュアルに記載された内容は、標準的な玉掛け作業を基準に作成いたしましたが、作業
内容によっては、最適な条件とは異なる場合も考えられますので、内容についてご不審な点や、
誤りがありました場合は、当社営業所または本社担当部署までお問い合わせいただきますよう
お願い申し上げます。

M-2550

項目 確認および使用方法 理　　由 注意事項・処置

トングレールは軽量で
かつトングレール先端
のレール頭部の板厚が
薄いため、クランプが
滑る危険があります。
型式別、使用荷重・使
用板厚の許容範囲は下
表のとおりです。

このクランプはレール
専用クランプです。
構造・仕様上、鋼板、
形鋼等のつり上げ・
運搬作業には使用でき
ません。

つり荷に適合したクラン
プを使用してください。

（3）

（4）

型　式

RCAー  0.5

RCAー  1.0

RCALー0.5

RCALー1.0

0.1～0.5

0.2～1.0

0.1～0.5

0.2～1.0

10mm以下は不可

〃

〃

〃

許容使用荷重（t）許容使用板厚（mm）

　  危　険

　  危　険

5　使用上の注意事項・追加

●トングレールのつり上げを行う場
　合、次の点に注意してください。

　●つり荷の質量が、クランプの許
　   容使用荷重の範囲内であること。
　
　●クランプする部分の板厚が、ク
　  ランプの許容使用板厚の範囲内
　  であること。
　（特に板厚が薄い場合は注意する
　  こと)

　●可能な限りトングレール先端か
　  ら離れた（レール頭部がとがっ
　  ていない）部分をクランプし、
　  必ず2点つり以上で使用すること。

●このクランプでレール用継目板や
　通常鋼板のつり上げ・運搬作業は、
　絶対に行わないでください。

ト
ン
グ
レ
ー
ル
つ
り
上
げ
時
の
注
意
事
項

レ
ー
ル
用
継
目
板
・
通
常
鋼
板
の
つ
り
上
げ
厳
禁

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

形状により、つれないトングレールがあります
ので形状を確認して、お問合せください。

イーグルクランプでは製品を安全にご使用いただくため、用途別
の「取扱説明書」および「安全上のご注意」を作成致しておりま
すので、下記ご案内を参照のうえ、用途に合った「取扱説明書」、
「安全上のご注意」をご請求ください。

：大阪府大阪市北区中之島6丁目2-40
：イーグルクランプ株式会社
：1999年  12月1日
：2024年  7月
：0部（ホームページ閲覧用）
：M-25  第3版
：2,000円

発行者

初版発行日
第3版発行
発行部数
識別コード
頒布価格

◆本書の内容の一部又は全部を無断で転載する事は禁止されています。
◆本書の内容に関しては予告なしに変更する場合があります。
◆本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点がありましたら弊社営業
  所又は裏表紙のフリーダイヤルまでご連絡ください。
◆運用の結果の影響については前項にかかわらず責任を負いかねる場合もありますのでご了
　承ください。
◆又前項に伴い事故やその他のトラブルによって発生した損害については、補償は出来かね
　ますのでご了承ください。
◆製品のデザイン、仕様は予告なく変更する事があります。
◆このマニュアルは、裏表紙に記載の印刷年月現在に製造中の製品を対象としております。
　これ以降に購入いただきました新機種又は、他機種につきましては弊社までお問い合わせ
　ください。

禁 止




